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取組内容とその成果

プログラムの目的及び内容

初年次から具体的かつきめ細かなキャリア支援プ

ログラムを展開することにより、学生に自らキャリ

ア形成を考えるきっかけを提供し、各自の個性や適

性、さらには大学で学ぶことの意義を発見させてい

くことを目的とした。これはまさに本学の教育理念

『個性尊重』の精神に沿った支援であり、結果として

学生が学士力を身に付け、自らの個性・適性に沿っ

た進路選択を実現できることに繋がる。

具体的には、１～２年生向けには、外部からも非

常に高い評価を得ているキャリアサポートプログラ

ム「MAP」を中心としたサポートプログラムを実施

し、学生に自らのキャリア形成を考えさせるきっか

けを提供した。また、３年生や就職未内定の４年生

向けには、少人数制の各種「就職活動支援講座」を

実施し、講座を通じて学士力を身に付け、自らの個性・

適性に沿った進路選択を実現できるようサポートし

た。

到達目標

本取組の実施により学生自らが早期からキャリア

形成を意識し、これを実行に移し、結果として各々

が満足度・納得度の高いキャリア形成・進路選択を

得られたと実感してもらいたいと考えた。そのため

に各年次においてきめ細かで多彩な支援を展開した

が、「低学年向けプログラム」では、学生自身が自ら

のキャリアデザインの必要性を自覚することを目標

にプログラムを展開した。また、各種「就職活動支

援講座」を通じて、学生が概ね満足・納得した進路

決定を得ることで、大学全体でも、就職希望者に対

する内定率を、毎年度 90％を超える高い目標を掲げ

た。

プログラムの実施内容

本プログラムは、キャリア支援部が中心となり、

全学年次の学生に対応する多角的なキャリア支援体

制の確立を図るため、①低学年次からのキャリアサ

ポートプログラムの実施・拡充、②少人数制による

就職支援・キャリア支援講座・セミナー等の開設、

③卒業生との連携強化による具体的な就職イメージ

の獲得及び OB・OG 訪問体制の確立、④心のケアを

含む学生個別相談体制強化のためのキャリアカウン

セラー・相談員等の増員及び施設拡充、という４つ

の柱を中心に実施した。具体的には、①については、

１～２年生向けに「MAP1」「MAP2」「MAP neo」「キャ

リアデザイン・ワークショップ」をそれぞれ実施した。

②については、①で述べたプログラムに加え、３年

生向けに「自己分析講座」「エントリーシート対策講

座」「面接対策講座」「就職活動総合講座」や講座定

員を最大 12 名までにした各種「ミニ講座」を、４年

生向けに「未内定者向け支援プログラム」を、それ

ぞれ開設した。③については、同窓会との連携に加

え、毎秋に学内に OB・OG を招いての「OB・OG 懇

談会」を開催し、学生が身近な先輩から貴重なアド

バイスを得る機会を提供した。④については、キャ

リアカウンセラーをそれまでの３名から４名に増員

し、相談ブースの拡充も図った。また、職員研修を

積極的に行い、職員全体の能力向上を図るとともに、

４名のキャリアカウンセラーと管理職職員、本学学

生相談室専任カウンセラーによる「情報共有会」を

毎週実施し、学生の心のケアも含めた幅広いキャリ

ア支援体制を構築した。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

大学ホームページに本プログラムの概要を掲載し

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒157-8511 東京都世田谷区成城6丁目1-20
学校法人 成城学園

少人数制・個性尊重の理念を活かした全方向的キャリア支援

私立 成城大学
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た他、学生には①キャリア支援部の掲示板へのプロ

グラム案内の掲示、②学内ポータルサイト「Campus 

Square for Web」からの一斉メール配信、③学内求

人情報検索システム「求人 NAVI」からの一斉メー

ル配信、によりプログラムの周知をした。また、教

員には各学部選出の「キャリア支援委員」による「キャ

リア支援委員会」において、プログラム周知と内容

報告をし、各委員から学部教授会を通じて教員への

周知も行った。なお、MAP の最終プレゼンテーショ

ンの際は、学内グループウエアシステム「AST100」

を利用し、他部署職員にも開催を周知、学長を始め

多くの参加を得た。

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

本学のプログラムは、（1）１・２年生向け「低学

年向けプログラム」、（2）就職活動へのサポートを中

心とした「３年生向けプログラム」、（3）未内定者向

け「４年生向けプログラム」、と大きく３つのカテゴ

リーに分けることができる。到達目標もそれぞれ異

なるため、これらに分けて、評価の観点も変えて自

己点検評価を行った。具体的には、「低学年向けプロ

グラム」では、学生がプログラムの受講により今後

の自身の成長に繋げられると感じられたかどうか、

そしてその後の学生生活がより充実したものとなる

ための、きっかけとなるプログラムであったかどう

か、という観点を重視した。

「３年生向けプログラム」は、就職活動に適切な

タイミングで提供できているかどうか、即ち、ガイ

ダンスの参加数や講座の申込状況はどうであったか、

という観点、またプログラムの内容についての観点、

そして、プログラムによって就職活動へのモチベー

ションの向上ができたか、という観点で評価した。「４

年生向けプログラム」は、未内定者へのサポートで

あるため、学生がプログラム受講により納得できる

進路選択ができたかどうか、という観点、４年生全

体での毎年の内定率はどうであったか、という観点

である。この他に、個別相談利用ニーズに対応する

ための体制構築ができたかどうかについて、情報共

有会によって、学生相談の質の向上は図れたか、職

員研修によって職員全体の能力向上が図れたか、そ

してその結果、学生相談の件数はどう推移したのか、

という観点で評価した。

②到達目標に達したか。

本プログラムの到達目標は概ね達成された。「低学

年向けプログラム」では、「MAP」で、学生に「気付き」

や「能動的に考えること」の重要性を伝えるという、

プログラムの目標は達成できた。参加学生もその後

の学生生活を充実して送っており、卒業後もそれぞ

れの進路で活躍している。しかし、年を重ねるにつれ、

トップ層を育てる結果になっているとの指摘もあり、

全学生の底上げを企図した見直しを行った。

「キャリアデザイン・ワークショップ」では、学

生が自身の将来への展望を見出し具体的な目標を設

定すること、そして将来を見据えた上での大学生活

の過ごし方や行動を考えるきっかけ作りにすること、

という目標は到達できた。もっとも、2011( 平成 23)

年度から始動した「成城大学就業力育成・認定プロ

グラム」との一部重複もあり、相乗効果を出すため

の連携が課題となった。

「３年生向けプログラム」では、「就職ガイダンス」

「就職支援ワークショップ」「OB・OG 懇談会」など

多くの学生を対象にしたプログラムは、参加学生数

も多く、就職活動に取り組む際に最低限知っておい

てもらいたい知識・情報を多くの学生に提供すると

いう目標は達成できた。学生の関心・満足度も高かっ

た。（資料１）

定員を設けた各種「少人数講座」では、講座の申

し込み状況も概ね良好で、学生の求める講座を的確

に提供できた。学生がそれぞれの講座で、自分自身

の問題に気付き、問題意識が高まった点も目標に到

達できた。（資料２）

各種「ミニ講座」では、一人ひとりの個性や進度

に合わせながら適切に講座を実施でき、学生の気付

きも大きく、効果的な就職支援となった。その意味

で「少人数制・個性尊重」という本学のプログラム

の特色を具現化できた。（資料２）

「４年生向けプログラム」の「未内定者向け支援

プログラム」では、学生が納得した進路選択ができ

ることを目標に、きめ細かなサポートができた。実

際の内定獲得にも繋がり、多くの学生が納得した進

路選択に繋げることができた。（資料３）

「個別相談体制」については、ブースの増設とキャ

リアカウンセラーの増員をそれぞれ行い、学生相談

室のカウンセラーも加わった「情報共有会」で相談

の質も向上した。さらに、職員研修で習得した知識・

技能も、「ミニ講座」の講師や「模擬面接」の面接官

をすることで学生に還元した。全体的にきめ細かな

質の高い支援体制を構築でき、相談件数も毎年増加

した。（資料４）
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③具体的な成果は何か。

プログラム全体

本プログラムの成果は、まず就職（内定）率が毎

年度 90％を超え、全国平均を上回る数値となってい

ることから明確に現れている。（資料３） また、本

プログラム自体が、有識者の方から高い評価を受け

ていること、マスコミでも既に多数取り上げられて

いることで確かめられる。

中 で も、 低 学 年 向 け プ ロ グ ラ ム「MAP」 は、

様々な媒体で取り上げられている。特に日本キャ

リアデザイン学会会長の川喜多喬氏からは、氏

の ブ ロ グ で 高 い 評 価 を い た だ い た。（http://

e-humanresourcemanagement .com/content/

view/117/34/）。（資料５）

また、2010( 平成 22) 年 11 月 24 日放送の BS フジ

「PRIMENEWS」では、『就活断層時代 徹底検証！

大卒就職難の実態と解決策』というテーマの中で、

大学の注目される取組として取り上げられた。（資料

６）この他にも、週刊エコノミスト（2011( 平成 23)

年１月 25 日号）の「就職氷河期 20 年」という特集

の中で取り上げられた。（資料７）

３年生向けプログラムについては、2011( 平成 23)

年１月 10 日放送の NHK ラジオ第一の「徹底応援！

就活ラジオ」という番組で、ミニ講座「業界・企業

研究講座」などで本学学生に実際に指導している方

法が取り上げられた。（資料６）

また、「MAP」を始めとする本プログラム全体が、

経済産業省事業「ジョブカフェ・サポートセンター」

の「キャリア形成・就職支援 教育機関取組事例集」

に取り上げられた。（資料８）
低学年向けプログラム（資料９）

「MAP」、「キャリアデザイン・ワークショップ」

ともに、プログラムに参加した学生が、それまで不

明確だった自己の将来ビジョンを明確にでき、それ

を実現するためにどう行動すれば良いかを自分なり

に把握できたこと、これにより、自分たちの意識・

行動の変化を学生が自覚したことは、大きな成果で

あった。プログラム参加後の学生はその後、課外活

動のリーダーを務めたりするなど、より能動的に行

動するようになっている。結果的に本人が納得する

進路選択もでき、順調に社会に巣立っている。

特に「MAP」は、プログラムの活動（成果）報告

書を、参加学生を中心に作成させたが、プログラム

で得られたものを学生が振り返る場となり、今後の

学生生活についても改めて考えさせる効果があった。

（資料 10）

また、先述のとおり「MAP」自体が、特色のある

プログラムとして外部からも評価されたことも、大

きな成果であった。
３年生向けプログラム（資料９）

・「就職ガイダンス」・・・ガイダンスを軸に就職

活動を組み立てていく学生や、ガイダンスをきっか

けにキャリア支援部を活用するようになった学生な

ど、学生それぞれにとって、自分の就職活動のスタ

イルを確立していくきっかけとなった。

・「就職支援ワークショップ」・・・具体例や実例   

を挙げて説明することを心がけてワークショップ

を進めたことから、「実際に取り組んでみるこ

と」や「自分の足で稼いだ情報」がいかに大切か

に学生が気付き、学生の行動力を喚起させること

に繋がった。

・「就職活動総合講座」・・・スケジュールの変更

で生じていた就職活動への不安が解消され、本講

座受講が「動機付け」となって、多くの学生が就

職活動に真剣に向き合うことができるようになっ

た。

・「模擬面接」・・・面接に対する安易な考えが払

拭され、学生が自分の課題を自覚することができ

た。また、問題意識を持つだけでなく、その後の

改善意欲の醸成に繋がり、改善度合い確認のた

め、再度模擬面接を受けたり、個別相談を利用す

る学生も多数いた。

・「ミニ講座」・・・学生が自分に必要な講座を自

分で考えて選択受講できるスタイルにしたため、

学生の受講意識を高めることに繋がった。また、

少人数でのワーク中心の講座展開にした結果、グ

ループの中で学生が互いに刺激し影響しあう、グ

ループ・ダイナミクスの効果があり、学生自身の

自己効力感を高めることにも繋がった。
４年生向けプログラム

・「未内定者向け支援プログラム」・・・就職活動

に行き詰まり感を抱えていた学生にとって、自分

の課題を再確認し、これからの目標を改めて設定

する機会となり、その後の内定獲得へと結びつけ

ることができた。きめ細かなサポートは学生の安

心感にも繋がった。
個別相談体制の構築

各年度の個別相談件数は、別表のとおりである。

件数は毎年度増加しており、2007( 平成 19) 年度（955

件）から比べると、2011(平成23)年度は４倍以上（4,189
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件）に増えている。きめ細かなサポートの姿勢が、

学生からも評価される数値結果となった。（資料４）

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

３年間のプログラムを報告書にとりまとめ（資料

10）、有識者、企業、父母、他大学等へ広く配布・周

知することで、本プログラムに対する様々な意見を

いただき、成果を今後に活かしていく。特に、今後

は「成城大学就業力育成・認定プログラム」との関

係性も強化し、「気付き」を「行動」にいかに繋げて

いくか、という観点を重視してプログラムの更なる

展開を図る。
２．今後の計画

低学年向けプログラムは、「MAP」と「キャリア

デザイン・ワークショップ」を整理・統合する。こ

れまで築き上げてきた土台を基に、全体のボトムアッ

プも考慮し、これまでのプログラムを発展させた形

での新プログラムを 2012( 平成 24) 年度より実施予定

である。

３・４年生向けプログラムは、基本的にこれまで

のスタイルを踏襲するが、今後頂戴する各方面から

のご意見も参考に、学生が自信をもって自分のスタ

イルを確立し、自らキャリアデザインをしていける

よう、学生を指導・育成していく。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

2009( 平 成 21) 年 度 は 後 期 に、2010( 平 成 22)・

2011( 平成 23) 年度は前・後期に、少人数講座とその

後の個別相談をセットにしたプログラムを実施した。

講座で受講者の現時点での問題点を明らかにした上

で個別相談を通じてその改善を行った。講座を受け

させるだけでなく、その後の個別相談をパッケージ

化したことで、きめ細かなサポートができ、実際の

内定獲得にも繋がった。さらに、2011(平成23)年度は、

10 月末時点で個別相談を継続利用している未内定者

を対象に、「集団模擬面接会」を行い、その結果と学

生個々の特性並びに学生自身の希望を踏まえて、そ

の後の個別相談を中心とする支援体制の見直し・強

化を図り、内定獲得までのサポートを行った。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

それまで個別相談を利用していた学生については、

卒業時に本人の意思を確認し、継続して相談の希望

がある場合は、卒業後も引き続き早期の就職を目指

したサポートをした。また、希望者には企業から送

られてくる既卒者向け求人票を閲覧できるようにし

た。
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資 料

資料 1
就職ガイダンス等アンケート集計表

就職率推移表（平成21年度～平成22年度）少人数講座・ミニ講座 参加人数表
資料 2 資料 3
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個別相談件数表（平成21年度～平成23年度）
資料 4

資料 5
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資料 6

資料 7

週刊エコノミスト 2011 年 1 月 25 日特大号
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資料 8

資料 9

資料 10
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評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

本プログラムは、1 ～ 2 年生向けには、キャリアサ

ポートプログラム「MAP（My Advanced Project）」

を中心としたサポートプログラムを実施し、学生に自

らのキャリア形成を考えさせるきっかけを提供し、ま

た、3 年生や就職未内定の 4 年生向けには、少人数制

の各種「就職活動支援講座」を実施し、講座を通じて

学士力を身につけ自らの個性・適性にそった進路選択

を実現できるよう支援することを目的とした。

具体的には、キャリアサポートプログラム「MAP」

や少人数制の各種「就職活動支援講座」に加えて、キャ

リアカウンセラーの増員、FD や SD の実施、同窓会

あるいは卒業生との連携など、幅広いキャリア支援

体制が構築され、適切に実施されており、優れた取

組であると評価できる。

プログラム実施により、就職（内定）率が毎年度

90％を超える成果を達成したことは優れている。ま

た、各ガイダンスの高評価、学生の高参加率、個別

相談件数の大幅上昇などから見ても、プログラム全

体が十分に機能していると高く評価できる。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

総　 評

本プログラムは、１～２年生向けには、キャ

リ ア サ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム「MAP（My Advanced 

Project）」を中心とした取組により、学生に自らの

キャリア形成を考えさせるきっかけを提供し、ま

た、３年生や就職未内定の４年生向けには、少人数

制の各種「就職活動支援講座」を実施して、自らの

個性・適性に合わせた進路選択を実現できるよう支

援することを目的とした。

特に、低学年向けの「MAP」は、「自分を知り」→「他

者を知り」→「社会を知り」→「自分を知り」と言

うサイクルを通して、人生の設計図を自分自身で考

えさせる場を提供するプログラムである。一般に、

キャリア教育は、教職員による一方通行的な取組が

強調されがちであるが、「MAP」は学生の自主性に

委ねている点がユニークである。

一方、高学年向けの各種講座では定員 30 名以下

の少人数講座や、定員 12 名以下のミニ講座が多数

用意されており、学生間で自発的に議論し自ら将来

展望を見いだす能力を育成するという、本学独自の

キャリアサポートプログラムを展開している。

その他にも、キャリアカウンセラー、相談員を３

名から４名に増員し、また相談ブースの拡充をする

など、心のケアを含む学生個別相談体制の強化が図

られている。その結果、個別相談件数は、本プロ

グラム発足当初約 3,000 件であったが、３年後には

4,000 件まで増加した。

さらに、就職（内定）率が毎年 90％を超える成

果を達成したことは、プログラム全体が十分機能し

ていると高く評価できる。

視察日：2012(平成24)年10月3日（火）
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個別事項

本プログラムの内、とりわけ、「MAP」は注目す

べき取組として有識者や多数のマスコミ（BS フジ

「PRIMENEWS」番組、週刊エコノミストの特集記

事など）で取り上げられた。また、３年生向けプロ

グラムは NHK ラジオ第一放送で実際の指導方法が

紹介され、さらには、本プログラム全体が、経済産

業省事業の「キャリア形成・就職支援 教育機関取

組事例集」に掲載されるなど、広く紹介されたこと

は特筆される。


